
 

ボタンの剪定 

Ｑ． ボタンの花が咲き終わりました。これからどうすればよいのですか？ 

Ａ． 花がらを切り取り、枝上部の芽をかきとります。 

 

≪ポイント≫ 

種子をつけると株が弱るので、早めに花がらを 

切り取り、芽を整理して芽の充実をはかります。 

 

１．花がら切り 

開花後、花首の下、一番上の葉の上で花が 

らを切り取ります。花びらが落ちていると 

病気の元になりやすいので集めて捨てます。 

 

２．薬剤散布 

 灰色カビ病はトップジンＭ水和剤を開花後、 

10 日に 1 回、ミノムシ、ワタフキカイガラムシは捕殺のほかスミチオン乳剤を 5～6 月 

に散布します。 

 

３．芽の整理 

 5 月下旬までに、ピンセットなどで基部の 2 芽を残して上の芽はかきとります。 

開花しなかった枝も同様に整理します。 

 

４．枝の剪定 

 9 月中旬～10 月中旬には、残した芽は充実した丸みのある大きな芽(花芽)になり、 

翌春には確実に開花します。この二つの丸い芽の上で枝を切ります。 

 地際から出てくる芽や台芽は見つけしだいかきとります。 
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ラッカセイのプランター栽培 

Ｑ． ラッカセイをプランターで育ててみたいのですができますか。 

Ａ． 大型プランターかポリバケツでつくれます。 

 

≪ポイント≫ 

子房柄が地中にもぐって実を結ぶので、軽めの土がよい。石灰

分が不足すると空ざやが出やすいので、必ず石灰を施す。梅雨

明け後、乾燥が続く場合は、8 月上旬から 10 日ごとに 2～3

回水をやる。 

 
１． 品種 

  ‘郷の香’…ゆで豆用の早生種。 

  ‘ナカテユタカ’…ゆで豆・煎り莢兼用の中生種。 

  ‘千葉半立’…煎り莢用晩生種。 

２． 土とタネの準備 

タネまきの半月くらい前に石灰をまいて混ぜ込んでおきます。タネはさやから出して一

昼夜水に漬けて吸水させます。 

３． タネまき 

３０ｃｍあけて 1 ヶ所に３～４粒のタネをまきます。深さは約１ｃｍ。 

４． 追肥 

側枝が伸び始めたころ、カリ分の多い化成肥料を少し、株のわきにやります。 

５． 土寄せ 

草丈が３０～４０cm に伸びたころ、株元約１５ｃｍの範囲に土を寄せます。開花後数

日たつと子房柄が土に入り、その後４～５日で太り始めます。 

６． 収穫 

莢の網目がはっきりして肥大したら掘り上げ、数日、日にあてて乾かします。 
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